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夕日寺健民自然園 中期経営目標 

（実施期間 令和５年度～令和９年度） 

令和５年３月 策定 

 

１ 施設の設置目的 

    身近な自然環境を保全するとともに、そこに生きる動植物とのふれあいの機会を提供

し、県民の健康で潤いのある生活の確保に資することを目的として、設置しています。 

 

２ 施設の果たすべき役割 

    様々な活動団体と連携・協働し、多彩な里山体験プログラムを提供することで、多く

の方々の利用を促進し、里山の自然を守り育てていくことの大切さを伝えていくことを

役割としています。 

 

３ 事業内容 

（１） 里山保全・普及啓発活動の実施 

年間を通して、四季折々の里山を利用した外部講師や職員による「里山楽習塾」や 

職員による「森のふれあい教室」を開催しているほか、いしかわ自然学校の各種プロ

グラムの実施場所として提供しています。 

 

（２） 里山保全・再生活動及び交流の場の提供 

里山保全活動団体等に、里山保全活動、交流の拠点、会議等の場、里山の素材を 

使ったクラフト及び料理教室などの各種プログラムを実施する場として、「里山ふるさ 

と館」や「体験工房」などの施設を提供しています。 

 

（３） 自然にふれあえる場の提供 

「芝生広場」や「自然観察歩道」など、利用者が気軽に自然観察やハイキングなど

の野外活動を楽しめる場を提供しています。 

 

４ 現状と課題 

（１） 管理運営体制について 

・夕日寺健民自然園は、本園を利用する活動団体や県民サービス向上を図るため、指

定管理者制度を平成２７年度から導入しています。 

・施設利用者に対する利便の提供、利用の促進、利用施設・設備、物品の維持管理及

び修繕に関する業務等は指定管理者が行い、中期経営目標の実施期間である令和５

年度から令和９年度までは、「公益社団法人いしかわ環境パートナーシップ県民会

議」を指定管理者として指定しています。 
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  ・県では、利用状況や利用者からのご意見、小修繕の実施状況等の管理状況について、

指定管理者より定期的に報告を受け、運営指導や財政支援を行う等、適正な管理・

運営に努めます。 

・県は指定管理者と協議し、老朽化した施設の修繕等を実施していきます。 

 

（２） 施設の利用促進及びサービス（満足度）向上について 

・同園では、豊かな自然を活用し、一年を通して季節に合わせた多彩な里山体験プロ

グラムが開催されており、毎年３万人を超える方が園を訪れています。今後も、指

定管理者としてこれまで蓄積してきたノウハウ、環境保全等の活動団体とのネット

ワークを活かし、広報活動の強化及び里山体験プログラムの充実を図ることで、里

山利用者の裾野拡大に努めます。 

・活動団体間での活動状況報告・連絡調整の場の設定や利用者アンケートの実施を行

っています。今後も、引き続き活動団体や利用者の意見を踏まえたサービスの向上

に努めます。 

 

（３） 施設運営の効率化について 

・一定区域については、里山保全・再生活動を自主的に行う団体と夕日寺里山保全再

生協定（無償）を結んで、草刈り等の管理をしています。今後も、協定等による自

主的な管理を拡大し、施設運営の効率化を図ります。 

 

５ 中期経営目標 

（１）中期経営目標 

① ５年間の最終目標として利用者数４５，８５０人を目指します。 

② 利用者アンケートによる満足度において、利用者サービスは、引き続き９５％ 

以上を維持し、施設の維持・管理は９５％以上を目指します。 

 

（２）測定指標と目標値 

測定指標 基準値 

（Ｈ２９～R１平均） 

中間目標値 

（R７） 

最終目標値 

（R９） 

① 利用者数 ４８，３５４人 ４１，６００人 ４５，８５０人 

② 利用者アンケ

ートによる満

足度  

利用者サー

ビス 
９８．９％ ９５．０％以上 ９５．０％ 

施設の維

持・管理 
９８．９％ ９５．０％以上 ９５．０％ 
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６ 指定管理者が設定した目標達成に向けた具体的な取組内容 

（１） 施設の利用促進及びサービス（満足度）向上に向けた取り組み 

・ＳＮＳ等を活用した広報活動等を積極的に実施し、利用者の裾野拡大に努めます。 

・環境保全や自然体験活動を実施する団体による活動の場所として、その利用促進に

努めます。 

・地元町会や小学校等への働きかけにより、更なる利用者の裾野拡大に努めます。 

・ガイドウォークやクラフト教室等の里山体験プログラムを開催し、サービス向上に

努めます。 

・利用者アンケートを実施し、満足度や改善点を把握することで、より利用者に満足 

していただけるように努めます。 

・自然園で活動する団体から成る「夕日寺活動団体連絡協議会」を定期的に開催し、 

活動団体が互いに連携を深め、情報交流できる場を設定するとともに、現状把握や 

調整に努め、サービスの向上を図ります。 

・里山保全活動協定締結団体との連携・協働により、園内の敷地を利用した里山保全

活動を促進します。 

 

（２） 施設運営の効率化に向けた取り組み 

・常駐職員による日常管理業務のほか、園路や歩道の草刈、軽微な維持補修、施設清

掃等は、現地の地理に明るく、また、里山の自然に関する専門的な知識及び経験豊

富な人材が多い里山活動団体や地元町会等に管理委託します。 

・自然園での活動団体等との良好な関係の構築に努め、連携・協働による管理運営の

推進を図っていきます。 

・様々な活動団体等との連携・協働の推進に努め、協定等による自主的な管理の拡大 

に努めます。 
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参考資料（施設の利用状況など） 

 

 （１）利用指標（利用人数、稼働率などの状況）                           （単位：人） 

項目 H２９ H３０ R元 R２ R３ 

利用者数 ４５，８８４人 ４９，８２７人 ４９，３５３人 ３５，２６９人 ３５，３０５人 

 

 （２）利用者アンケート指標 

   （利用者サービス）                                       （単位：％） 

項目 H２９ H３０ R元 R２ R３ 

良い ７３．８％ ７７．０％   ７３．３％   ７１．６％   ８１．０％ 

概ね良い ２５．２％ ２３．０％   ２５．６％   ２５．９％   １８．０％ 

計 ９９．０％ １００．０％  ９８．９％  ９７．５％  ９９．０％ 

やや悪い １．０％     １．１％    ２．５％    ０．９％ 

悪い                  

 

   （施設の維持管理）                                      （単位：％） 

項目 H２９ H３０ R元 R２ R３ 

良い ６６．０％ ５４．１％   ６０．５％   ７１．６％   ６９．５％ 

概ね良い ３２．０％ ４４．３％   ３８．４％   ２８．４％   ２９．５％ 

計 ９８．０％ ９８．４％  ９８．９％  １００．０％  ９９．０％ 

やや悪い ２．０％ １．６％    １．１％        １．０％ 

悪い           

 

 
  

 


